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〒820-0207　福岡県嘉麻市口春 744-1

【嘉麻市バス】
市内循環線「稲築病院」下車すぐ

病院正面玄関前に185台収容の無料駐車場がございます。
（患者さま用85台／職員兼用100台）

アクセスMAP

交通アクセス

隣接ショップ

車でお越しの場合

西鉄バスでお越しの場合

社会保険　稲築病院
一般社団法人　福岡県社会保険医療協会

【嘉麻市稲築福祉バス】
「稲築病院横」下車 徒歩3分
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【受付対応】月曜日～金曜日／9：00～17：00

脳血管疾患、脊髄損傷、頭部外傷、くも膜下出血シャン
ト手術後、脳腫瘍、脳炎、急性脳症、脊髄炎、多発性神経
炎、多発性硬化症、腕神経叢損傷等の発症若しくは手術
後又は義肢装着訓練を要する状態

高次脳機能障害を伴った重症脳血管障害、重度の頚髄
損傷及び頭部外傷を含む多部位外傷の場合

大腿骨、骨盤、脊椎、股関節若しくは膝関節の骨折又は
二肢以上の多発骨折の発症後又は手術後の状態

外科手術又は肺炎等の治療時の安静により廃用症候群
を有しており、手術後または発症後の状態

大腿骨、骨盤、脊椎、股関節又は膝関節の神経、筋又は
靱帯損傷後の状態

股関節又は膝関節の置換術後の状態
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対 象 疾 患 日 数

専門の医療ソーシャルワーカーが個別にお話を
伺い、入退院をノンストップで支援いたします。

病院に隣接してドラッグストアがあり、お弁当など
の食料品、日用品もすぐに調達でき大変便利で
す。イートインスペースも併設しているため、ちょっ
としたコーヒーブレイクにもご利用いただけます。

地域連携室

回復期リハビリテーションを要する患者さまの状
態と、算定日数の上限は以下のとおりです。

対象疾患と算定上限日数

お気軽にご相談ください！

稲築病院の回復期リハビリテーション病棟は、
患者さまがその人らしく地域で安心・安全な

生活がおくれるように、専門スタッフが
チームでサポートします。

社会保険　稲築病院
一般社団法人　福岡県社会保険医療協会

稲築病院
回復期リハビリテーション病棟

のご案内



相談から受入まで迅速対応 チームアプローチ 退院後を見据えたリハビリ

病院同士でやりとり

当院の地域医療連携室

当院と入院中の医療
機関とで紹介状の

やりとり

当院と患者さまとで
ご相談・面談・見学

当院の回復期リハビリテーションに転院

稲築病院の回復期
リハビリテーション

病棟とは？

稲築病院の回復期リハビリテーション病棟では、患者さまの退院後の生活を見据えて、集中的なリハビリテーションを行い
ます。患者さまがその人らしく、地域で安心・安全な生活がおくれるよう、専門スタッフが支援します。

患者さま・ご家族を中心とした多職種チームを結成。
各職種の専門性を活かし、連携して患者さまを全力で
サポートします。

1日の流れをつくるために、顔を洗う、服を着替えるなどの
朝の身支度を行います。

なるべくベッドから起きて食事を取るようサポートします。

食物の咀嚼や飲み込みに対しての訓練を行います。

起立訓練、杖歩行、手すり歩行など歩行訓練を行います。

排泄や入浴など日常的に行う動作をさまざまな物品を使用
して模擬的に訓練します。

当院の地域医療連携室が窓口となり、入院中の医療
機関とご相談させていただきますので、煩わしさも
なくスムーズに受入までサポートします。

「家族と一緒に暮らしたい」、「食事を楽しみたい」
など実際の生活場面に応じて目標設定を行い、患
者さまに合ったプログラムを提供します。

当院と入院中の医療機関
とで病状確認・報告

1

当院と患者さま、および病院同士でやりとり2

受入決定3

医師

患者さま
ご家族

社会
福祉士

管理
栄養士

薬剤師 看護師

介護士

リハビリ

薬物療法に
基づき適切な
お薬を調剤します。

チームアプローチ
の指揮を執ります。

栄養管理の行き届いた、温かくて
美味しい食事を提供します。

患者さまの体調管理・個別性を
重視した日常生活を支援します。

　　　検温、点滴、
　処置等、適宜実施。

歩行の再獲得、排泄行為や入
浴動作等の獲得、会話や飲み
込み等の訓練を支援します。

入院相談から退院後の生活まで
を考えた総合相談窓口です。

▼

▼

▼

▼

PT15名、OT15名、ST2名（令和3年10月現在）

※ベッドの調整がつきましたら、ご案内させていただきます。

入院中の医療機関

起床�����

朝食、食後の歯磨き、トイレ

昼食、食後の歯磨き、トイレ
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夕食、食後の歯磨き、トイレ�����

着替えをして寝る準備、消灯�����

午前のリハビリテーション�����������

※検温、点滴、処置など患者さまの状態に合わせて適宜実施します。
※入浴は患者さまの状態に合わせて援助します。

午後のリハビリテーション・入浴�����������

（一例）
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医療ソーシャルワーカーが窓口となり「相談から受入まで迅速対応」いたします！
多職種が専門性を活かし「チームアプローチ」で患者さまをサポートします！
ご自宅等の環境調査を行い、入院中から「退院後を見据えたリハビリ」をご提供します！


